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手間のかかる契約書レビュー業務を、

がサポートします。



事例シナリオ：

英文契約書レビュー

まず、契約書のレビュー業務において、

法務担当者が何をすべきかを確認しましょう。
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必要なタスク：
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事例シナリオ：

英文契約書レビュー

必要なタスク：

契約の重要情報を抽出し、把握する

自社のひな型と比較し、修正提案をする

事業部が正確にお客様へ提案できるように、

先方向けのメッセージも準備する



CoCounselがこれらの業務をどのようにサポート

できるのか、実際の画面で見ていきましょう。



契約の重要情報を抽出し、把握する



CoCounselはチャット形式で簡単に使い始める

ことができます。



実施してほしいタスクを入力します。

まず、契約書の全体的な内容を把握するため、「サマライズ」してみます。



タスクの目的、依頼者、相手など背景情報を含めると、

より良い結果が得られます。



契約書の全体的な内容を把握するため、まずは、「もっとも重要な条項」だけを

まとめてもらいます。



「Upload」ボタンをクリックし、デバイスからファイルをアップロードします。

一度に200ファイルまでアップロードでき、複数の契約書や関連文書を同時処理できます。





CoCounselは指示の内容に基づき、最も適切なスキルを自動で選択して適用します。



「重要な条項」などを明確に定義しなくても、リーガル業務に特化したCoCounselは

リーガルプロフェッショナルが求める水準で的確に抽出し、結果を提示します。



このように、

数分で、複雑な英文契約書の内容を簡単に把握することができます。



続きまして、契約書の内容をさらに掘り下げるため、

一つの側面に焦点を当てて見ていきます。



例えば、買主からみるリスクを精査してみます。

聞きたい質問をCoCounselに入力します。



契約書の内容を解析し、必要な情報を抜き出します。

ここでは「ドキュメント・レビュー」スキルが適用されているのが分かります。



CoCounselは、具体的な質問だけでなく、曖昧な質問でも

文脈から判断し、求められているであろう回答を生成することができます。



CoCounselは法務の専門家がチェックするのと同じ視点で、多様な契約や取引における

潜在的なリスクを巧みに洗い出すことができます。



幻覚（ハルシネーション）を抑制するよう設計されています。

さらに、フットノートを確認することで、回答の正確性を確かめることができます。



自社のひな型と比較し、修正提案をする



ここまで、契約書の内容は理解できました。

続いて、契約内容をレビューしていきます。



自社のひな型と、取引相手から来た契約書を比較します。

自社ひな型をアップロードし、比較を指示します。



今度は「文書比較」スキルが適用されたことが分かります。



CoCounselは、結果が把握しやすいように、表示方法を最適化します。

「比較」を実行すると、結果は自動的に表に整理されます。



CoCounselは、契約書間の違いを単純に比較するにとどまらず、「買主にとってのリスク」

のように、特定のテーマを指定して比較分析することができます。



これにより、従来の契約書レビューツールが提供する画一的なレビューではなく、

実際の業務ニーズや組織のスタイルに合わせた、より柔軟な契約書審査が実現します。



結果の正確性を確認できるフットノートも付いています。

CoCounselの生成結果は、人による最終確認を行うことを推奨します。



このように、先方の契約書と自社のひな型を比較した結果、

潜在的なリスクを発見することができました。



事業部が正確にお客様へ提案できるように、
先方向けのメッセージも準備する



最後に、修正案と先方への交渉文面をドラフトします。

ドラフトしたい内容をCoCounselに指示します。



CoCounselは、特定のフォーマットに縛られることなく、

ユーザーは自由にプロンプトを入力することができます。



各条項の修正案に加え、その修正の社内向け説明、

相手側との交渉に使える文面を準備してもらいます。



今度は「ドラフト」スキルが適用されました。



一般的な契約レビューツールのような修正案の提示だけでなく、

その修正が必要な理由や、先方への説明文まで提案してくれます。



社内向けの日本語の説明、そして先方側向けの英語の説明といった、

多言語も同時に対応できます。



結果をダウンロードし、社内へ展開するためにご利用いただけます。



このように、複雑な英文契約書でも、生成AIリーガルアシスタントのCoCounselなら、

一連のレビュー業務をサポートできます。

サマライズ レビュー 自社ひな型と

比較

ドラフト



プロンプトを調整してCoCounselをご自分の作業スタイルに合わせることで、

より効率的に目的を達成できます。

サマライズ レビュー 自社ひな型と

比較

ドラフト



CoCounselが自社にどのような価値をもたらすか、実際に確かめてみませんか？

時間短縮 業務円滑化
高付加価値業務

への集中



生成AIリーガルアシスタント
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